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　昨年、カタールで開催されたサッカーＷ杯での日本

代表チームの活躍には日本中が沸きました。W杯に

初出場した当時は、強豪国に比べると大人と子供くら

いの差があったように思う日本代表チームの実力は、

今では世界レベルに追いついたと感じました。ベスト８

を賭けた試合に惜敗した時の権田選手のコメント、

「 （日本代表は）前回大会に比べて間違いなくレベル

アップしているし、常に前に進み続けているので、自

信を持ってこれからもやっていく。ただ、この一歩が足

りなかったところは何かを変えなければいけない。チェ

ンジではなくアップデートしていかなければいけないと

思います。」（ネット記事転載）が強く心に残りました。

　2004年、米国国立労働安全衛生研究所（NIOSH）か

ら、抗がん薬の職業曝露の危険性が公表され、

NIOSHアラートとして日本にも紹介されてから20年近く

が経過しました。この間、抗がん薬職業曝露に対する

関心は徐々に高まり、理解も進んできました。そして、

調製環境の改善は確かなエビデンスに基づいて示さ

れました。欧米のレベルに追いついたと感じます。今

まで行ってきた曝露対策、教育と啓蒙は間違ってな

く、これからも自信を持って推し進めていくことが必要

であり、さらにもう一歩改善を図るためには、今の方向

性をチェンジするのでなく、アップデートしていくことと

思います。

　また、さらに視点を広げると、ゲノム解析などの進歩

から、がん薬物療法も標準治療から個別化治療の時

代となってきました。患者に寄り添い、最適な薬物療

法を提供するという薬剤師の役割そのものは変わりま

せんが、治療の進歩に伴い薬剤師もレベルアップが

求められます。このような薬剤師への期待に応えるた

めには、常に業務のアップデートが必要です。

　4月は、新人が入職してくる時期です。自施設の抗が

ん薬曝露対策、レジメン内容など日々の業務内容全

般を見直し、一歩を進めるために足りない部分を補う

アップデートをしてみませんか。

アップデート
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（公財）がん研究会有明病院 薬剤部シニア・アドバイザー
日本がん薬剤学会（JSOPP）監事
濱 敏弘
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当院での抗がん剤被曝対策
～全薬品にCSTDを利用して～

竹田綜合病院 薬剤科
木本 真司

　1970年代から海外では抗がん剤被曝が注視され、

遅れて国内でも1991年に日本病院薬剤師会より「抗

悪性腫瘍剤の院内取り扱い指針」が発表されました。

その後、抗がん剤を取り扱う医療者の尿中変異原性

の発現に留まらず、実際に抗がん剤を取り扱うスタッフ

で発がんのリスクが高まる報告が散見されるようになっ

てきました。

　当院での抗がん剤被曝対策については、2012年より

クラスⅡＢ２の安全キャビネット、マスクはカーボンマス

クとＮ95マスクの2重とし、シクロファスファミドなどの揮

発性の抗がん剤使用に限りCSTDを使用するように院

内規定を変更しました。さらに2021年より揮発性以外

の抗がん剤についても被曝の危険性を拭いきれない

ことから全薬品において抗がん剤調製、投与に至るま

でCSTDを使用する事としました。それに至る課題や問

題点については以下の質問に答える形でお話ししま

す。

≪質問事項≫

質問1 CSTD をいつ採用されましたか？ 全抗がん薬

に使用されたのはいつからですか？

⇒2012年から揮発性の抗がん剤のみの使用開

始、2020年から1年間かけて準備し2021年から

全抗がん剤で使用開始しました。

質問2 CSTD を全ての抗がん薬に使用する為に、コス

ト面の課題をどのように解決されましたか？

⇒まずCSTDを揮発性の抗がん剤にのみに使

用した場合（現状）と、全抗がん剤に使用した場

合（二社の比較）とのシュミレーションを行いまし

た。（納入価ベースの年間の金額で比較）その

結果、全抗がん剤にCSTDを使用した場合は揮

発性の抗がん剤のみに使用した場合と比べて

年間で50倍以上のコストアップする事がわかり

ました。そこで当院ではTOSHO社製の注射薬

混注鑑査システム（AddDis）の導入を決めまし

た。このシステムはバーコード認証やWebカメラ

によって薬品の取り違えを防止でき、電子天秤

と連動した混注鑑査システムにより「誰が・何を・

どれだけ調製したか」を正確に記録し、最終鑑

査を正確に行う事ができます。このシステムを導

入する事により調製補助者は薬剤師である必

要がなくなるため、抗がん剤の調製に携わる薬

剤師の人数を削減し病棟や外来に薬剤師を配

置する事によって診療報酬の加算アップの可

能性を検討しました。

施設の取組紹介　～第15回～
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質問3 CSTD を全ての抗がん薬で使用する為に工夫

されたことを教えて下さい。

（スタッフへの教育、運用ルールなど）

⇒テルモ社製のCSTDについては調製・投与に

関して複雑な操作は必要ありませんが、毎年抗

がん剤を取り扱う看護師対象に抗がん剤曝露

研修会を実施し、Hazardous Drugの取扱い、

CSTDの使用方法を周知しています。

質問4 CSTD を全ての抗がん薬に使用しているメリッ

ト、デメリットを教えて下さい。

⇒前述の論文やガイドラインを利用して職業被

曝 を 回 避 す る メ リ ッ ト を 医 師 や 事 務 部 門 と

face-to-faceで粘り強く議論する事で、デメリット

のコスト面の課題についての理解が得られまし

た。

質問5 最後にCSTD を全ての抗がん薬に使用する必

要性についてお考えをお聞かせ下さい。

⇒「こうすれば絶対安全！」という対策は難しい

と思っています。特に新規抗がん剤は今後どの

ような毒性があらわれるか実際には不明ですの

で、安全性を重視するという考え方は重要であ

りかつ対処されるべきだと考えています。そのこ

とからもCSTDの積極的利用が望まれます。
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研究のすすめ　～第3回～

 【コラム】
人事異動とパンデミックが
もたらした研究活動

東京都立多摩総合医療センター  薬剤科
宮澤 真帆

　2020年は、私にとって18年勤務した職場からの異動

が決まり、自身のキャリアパスを見つめ直す転機となっ

た年です。異動した4月は、新型コロナウイルス感染症

が日本でも広がり始め、社会全体が異様な緊張感に

満ちており、私自身の気持ちもかなりシンクロしていた

と思います。気分をリセットし、新しい職場に早く馴染も

うと奮闘する中、ほどなく事態はパンデミックへ･･･先の

見えない暗澹とした日々が始まりました。旅行や会食

などの息抜きの機会も失われ、それは異動のストレス

をさらに強くしました。しかし、代わりに今までなかった

時間的な余裕ができたことに気がつきました。異動と

いう節目と時間的な余裕は、自然と「臨床研究」という

新たな目標への挑戦に繋がっていきました。

　私が抗がん薬調製を開始した2003年頃は、抗がん

薬曝露について日本では公の施策もなく、情報も十分

周知されていなかったため、対策に対して職場内でか

なりの温度差がありました。調製量が増えていく中、漠

然とした不安を抱えながら自分なりに情報を集めるよう

になり、2012年JSOPP学術大会への参加が、ひとつの

転機となりました。幸運にも、引き続きISOPPメルボル

ン大会への参加の機会を得て、国際基準の曝露対策

など直接見聞きしたことは、私にとって、後の曝露対策

を行う際の大きな自信と原動力に繋がりました。そし

て、自施設の環境調査などを重ねて曝露対策を推進

し、その結果をコツコツと学会などで発表するようにな

りました。

　地道な取り組みが功を奏したのか、その後「がん薬

物療法における職業性曝露対策ガイドライン2019年

版」のシステマティックレビュー委員として、ガイドライン

作成に関わる機会を得ました。そこで膨大な文献を調

査するのですが、抗がん薬曝露は、理論的な推測は

つきますが、実データが十分ないものも多々あることが

気になりました。ガイドラインには、各Clinical Question 

（以下、CQ）に今後の研究課題としてその点の指摘が

あります。中でも患者の汗に関するデータはほとんど

なく、数少ない先行研究も入院患者を想定した内容で

した。パンデミックの最中、ガイドラインのCQの課題と

外来患者を含む曝露問題に応えるべく、患者の汗に

関する研究に着手することにしました。

　研究計画について伝えると、上司や同僚、病棟看護

師や医師など多くの方々が異動初年度にもかかわら

ず、温かく支援を申し出てくれました。懸念された研究

予算は、院内の臨床研究に応募し、審査を経て確保

することができました。 

　研究内容はいたって簡単です。外来で実施されるこ

とも多いCHOP療法を受ける入院患者に、指定の肌着

を24時間着用してもらい、その肌着から検出される

Cyclophosphamide （以下、CPA）量を液体クロマトグラ

フタンデム型質量分析計（LC-MS/MS）で分析すると

いうものです。新型コロナウイルス感染症を考慮した厳

重な管理体制がとられ、患者の行動制限（自室以外の

移動制限）があったことや普段以上に看護ケアの個別

化が徹底されていたことが、本研究では、環境による

バイアスを最小限に、測定環境をある程度一定条件に
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1) Miyazawa, M., Yamashita, R., Ichinohe, Y., Kohzai, Y., & 

Kishimoto, K. (2022). Cyclophosphamide exposure via sweat 

of patients receiving CHOP therapy. Journal of Oncology 

Pharmacy Practice. 

https://doi.org/10.1177/10781552221145507

保つのに役立ちました。結果は、患者さんの自覚的な

発汗状況の変化（大量発汗など）や回収した肌着の視

覚的な汚染はありませんでしたが、相当量以上のCPA

が検出され、患者の肌に直に触れた衣類は汗由来の

潜在的な抗がん薬曝露源として注意が必要であること

を示しました。 

　速報として、日本臨床腫瘍薬学会学術大会2022で

発表しましたが、国内外の多くの医療者に伝える方策

として論文化を考えていました。投稿先は、10年前に

ISOPPメルボルン大会以来、いつか投稿しようと思って

いたJournal of Oncology Pharmacy Practiceです。しか

し、25年以上の薬剤師人生で初の論文執筆、しかも

英文です。ゼロベースからのスタートで、その苦労は

想像に難くなく、１度のRejectと2度のRevise を経て、よ

うやく「Cyclophosphamide exposure via sweat of 

patients receiving CHOP therapy」1)としてAcceptされ

た時は、投稿から約半年が経過していました。

　研究の草案から論文掲載まで約2年がかかりました

が、異動やパンデミックをきっかけに10年来の目標を

形にすることができました。論文化は広く研究成果を

知ってもらうことが目的ですが、何より自分が好きな

ジャーナルにAcceptされた喜びは格別なものがありま

す。この文章が、多くの方々の臨床研究や論文執筆

のきっかけとなることを願っています。



NEWS
LETTERJSOPP

Japanese Society of Oncology Pharmacy Practitioners

JSOPP NEWS LETTER  

第15回
日本がん薬剤学会学術大会

伊勢赤十字病院 薬剤部 薬剤副部長　
三宅 知宏

　第15回日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会を、

2023 年（令和 5 年）6 月 4 日（日）にウインクあいち

（愛知県産業労働センター）におきまして開催すること

となりました。 ご参加いただく皆様方に有益なプログラ

ムをご提供できるよう、実行委員を中心に鋭意準備を

進めております。

　過去3回の大会はコロナウイルス感染症2019により誌

上開催や画面越しのハイブリッド形式での開催でし

た。第15回大会は4年ぶりの集合型現地開催を予定し

ています。今回の学術大会のメインテーマは、「つなげ

る意志、つながる想い、がん薬剤学がかける心のかけ

橋」としました。コロナ2019による感染拡大は、お互い

の意志、お互いの想い、お互いの心、ヒトが本来持つ

社会的な「つながり」さえも変化をもたらしました。この

解きかけた「つながり」を再び結いなおし、感染拡大前

より強い連携、強い絆が求められます。現在、がん薬

物療法は外来が主流となり、経口抗がん薬・分子標的

治療薬・免疫チェックポイント阻害薬など多くの抗がん

薬によって最適な治療が行われています。一方で、多

種多様な副作用マネジメントおよび医療機関と保険薬

局との強い連携がより重要になってきました。本大会

が、皆様方と共にがん患者にとって最適な薬物治療

や副作用管理が提供できるよう、志を行動に移す意思

をつなげ、お互いの想いがつながる“かけ橋”の場とな

れば幸いです。

　感染対策は新たなフェーズに移行します。この4年間

の想いを存分に会場で発揮いただき、以前のように活

気や笑顔があふれる有意義な大会になりますよう願っ

ております。

　皆様のお越しを心からお待ちしております。

学術紹介　

第15回
日本がん薬剤学会（JSOPP）学術大会

https://www.jsopp15.org/

会　　期：2023年（令和5年）6月4日（日）
会　　場：ウインクあいち（愛知県産業労働センター）名古屋市中村区名駅4丁目4-38
大 会 長：三宅 知宏　伊勢赤十字病院 薬剤部 薬剤副部長
実行委員長：宮崎 雅之　名古屋大学医学部附属病院 薬剤部 副薬剤部長

本大会では以下の単位交付を予定しています。
・日本薬剤師研修センター
・日病薬病院薬学認定

主　　催：一般社団法人 日本がん薬剤学会（JSOPP）
大会事務局：伊勢赤十字病院薬剤部内　〒516-8512 三重県伊勢市船江1丁目471-2　TEL 0596-28-2171　FAX 0596-65-5340
運営事務局：株式会社メディセオ学会支援部　〒104-8464 東京都中央区八重洲2丁目7-15　TEL 03-3517-5519　FAX 03-3517-5186

3月24日（金）まで
4月21日（金）まで

一般演題登録

事前参加登録
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　版を重ねるということは、初版から定期的に記載する

情報を吟味し、更新してきたことを示しています。ま

た、読者からの支持を得てきた証左でもあり、重みを

感じます。この度、がん診療レジデントマニュアルが改

訂されました。がん薬物療法の進歩に伴い、標準治療

の種類や個々の病態に特化した治療選択など、取り

扱う情報も非常に多くなり、何から学んだら良いのか途

方に暮れることもあると思います。本書は初版から一

貫して、がん種ごとの疫学、診断、病期分類、治療方

針や標準治療として推奨されるレジメンがまとめられ、

エッセンスをぎゅっと閉じ込めた一冊です。それぞれ

のがん種で、首尾一貫した基準で情報が整理されて

おり、筆者らの絶え間ない努力に敬意を表します。

　これから学びを深めていこうとする若手の薬剤師、が

ん専門薬剤師など、全ての薬剤師にお勧めします。私

も、患者さんに対応するときは本書をポケットに入れ、

副作用のグレードを評価する際に表紙の見返しにまと

められているCTCAEの表を頻用しています。

　チーム医療の進展とともに、治療方針についての共

通の理解のもと、各職種の特性を活かして患者さんと

家族に対応することが不可欠です。チーム医療の共

通言語として、まずは本書にまとめられたエビデンスを

把握し、書かれている内容が理解できるようになれば、

さらに活躍の機会が増えてくると思います。

書籍紹介～第15回～

がん診療レジデントマニュアル　第9版

編　集：国立がん研究センター内科レジデント
出版社：医学書院
発売日：2022年10月15日
頁　数：664頁
価　格：4,950円（本体価格：4,500円）
ISBN：9784260049764

ご紹介いただいた先生
池末 裕明   神戸市立医療センター中央市民病院薬剤部　
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がんと向き合う患者さん、
医療関係者の皆様を支えるために。
小野薬品は本気で取り組みます。

オンコロジーに関する最新ニュース、文献情報、学会情報をお届けいたします。

Ⓡ
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